
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の生活目標 

《みんなのものを大切にしよう》 
         生活指導主任 久保 淳太郎 

 いちょうフェスティバルを終えて、学習に臨む姿勢にも一

段と磨きがかかった子供たちです。気持ちよく学習をスター

トする一つに学習用具をきちんとそろえるということがあ

げられます。先日、ある６年生が１年生の時からずっと使っ

ているという筆箱を誇らしげに見せてくれました。筆箱の中

にはきれいに削ってそろえてある鉛筆。大切に使っているこ

とと共にその子の優しさを感じました。道具を大切にするこ

とは、物事の確実な定着につながります。自分で使う物はも

ちろん、みんなで使うものを大切にし、気持ちよく学校生活

を送っていけるよう声をかけていきます。 

  

開一小だより 
第３７３号 

平成２９年１１月３０日発行 

練馬区立開進第一小学校 

校長  石神 徹 

自分の身を守る方法 
校長 石神 徹 

 “プッ！”「うっ、これはやったな。」駅の階段で一時歩
けなくなりました。私ごとで恐縮ですが、１０月下旬、下り
る際、一段踏み外して、左足首を剥離骨折したのです。冒頭
の擬音は私の感じた当該部位の破損音（？！）です。５年前
にも同様にして、同じ部位を怪我しています。子どもたちに
周りをよく見るように言う身として恥ずかしい限りです。こ
のため、１・２年生活科見学を引率できないなど広く迷惑を
かけました。どうしてこうなるのか、私自身の動きを振り返
っているところです。視力の関係で焦点が合っているか、遠
くを見る癖があり、足下を疎かにしているかもしれません。 
 
 学校は命を守る学習として、毎月避難訓練を行っていま
す。日々、学級等で安全に関する指導を行っています。前述
の私のようにならないためにも。私は火災・地震など以上に
身近なところが一番危ないと思っています。廊下や曲がり
角、階段、教室内の歩行、校庭闊歩、集団遊びなどです。校
内の怪我による保健室来室は昨年度３３２８件、一日平均１
６件超です。病院につなげたものは８８件、怪我・危険は日
常と隣り合わせです。何とか、これを回避できないか。これ
を減らすことはできないか。自らの身を守るために私が大事
であると考えていることは、自分の行動傾向を知ることと危
険がありそうな出来事や場所を予測することです。そのため
に、怪我がどうして起こるのか、どうして繰り返すのか、を
考え、自分の弱点をできるだけ明らかします。また、校内・
校外で怪我や事故が発生しやすい場所を確認し、左右・前
後・上下を今一度確認します。例えば、数年のデータから保
健室来室一日平均件数は４月に少ない傾向が見られます。新
年度始まりの緊張感や新たな友人づくりにおける慎重な行
動によるものが推察されます。４月の姿は身を守る効果あり
でしょうか。自分の行動傾向を知る観点で言うと、忘れ物の
傾向を知ることも挙げられます。忘れ物を記しておいて、自
分は何曜日に忘れ物が多いか、どの教科で忘れ物が多いか、
などの傾向を知り、対策を立てるのです。忘れ物を防ぐこと
も広い意味で自分の身を守ることです。とは言え、『弘法も
筆の誤り』、人間は必ず失敗をする生き物です。ミス・ヒュ
ーマンエラーを避けられないと思っています。それでも、失
敗を大事にして、その失敗を身を守ることに生かしたいもの
です。私で言えば、当然、足下を見る、小さな段差を選ぶ、
スロープを利用するなどして、踏み外しの間隔を５年よりも
長くする、踏み外しても大怪我にしないことでしょうか。 
 
 家庭では、子ども自ら身を守る力をどのように高めれば、
よいでしょう。保護者のみなさんは、子どもが生まれてから
これまで、這えば立て立てば歩めの親心のごとく、子どもを
見られてきました。子どもの動きの傾向や考え方、嗜好を理
解されています。子どもの失敗を基にして、どうしてそれが
起こったのか、次に防ぐためには、もしくは、少なくするた
めにはどのようにしたらよいか、ぜひ、話しながら、子ども
自身に答を考えさせてください。ここで要点一つ。子ども自
身に答にたどりつかせることです。『他力本願』、人から与
えられたものは他人事で終わってしまいます。自分で出した
答を子どもはきっと大事にします。学力以上に、この世をた
くましく“生きる力”を培うことになるでしょう。 
 
 今回の件と軌を一にするように、去る１１月２２日全校集
会で保健委員が本校における怪我の特徴を発表しました。子
どもたちの食い入るような表情にたのもしさを覚えました。
負けていられません。二学期のモリモリウイーク・短なわで
私は失速しましたが、三学期の同・持久走では、疾走する子
どもたちに食らいついていきます。 

１２月の行事予定 
１日（金） 食育クイズ 午前授業 安全指導 

個人面談３日目 

（２日（土）みんなの音楽会） 

（開一中にて合唱団・和太鼓クラブ参加） 

４日（月） 全校朝会  

５日（火） 午前授業 個人面談４日目 

６日（水） 図書集会 

午前授業 個人面談５日目 

８日（金） 避難訓練 

９日（土） たてわり班活動 土曜授業日  

木曜時間割 

１１日（月） 全校朝会 クラブ 

１２日（火） 社会科見学（６年） 

１３日（水） たてわり班活動 

（１７日（日）練馬区小学校音楽祭（合唱団参加）） 

１８日（月） 全校朝会 

２３日（土） 天皇誕生日 

２５日（月） 終業式 ５時間授業 給食終 

２６日（月）～１月７日（日） 冬季休業日 

 

１月８日（月） 成人の日 

  ９日（火） 始業式 午前授業 給食なし  

１０日（水） 安全指導 給食始  

計測（５・６年） 

 １１日（木） 計測（３・４年） 

１２日（金） 計測（１・２年） 

委員会 

 １３日（土） 体育朝会 土曜授業日 

        月曜時間割 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区小学校連合音楽会                              ５年 三井 大輔 

１１月７日（火）に練馬文化センター大ホールで行われた「練馬区小学校連合音楽会」に出演し、

合唱「宝島」、合奏「ノンストップクラシックメドレー」を演奏してきました。夏休み明けから練習が

始まると、音楽の授業だけでなく、休み時間も利用して一人一人が自分の担当の楽器の練習を積み重

ね、出来るようになる喜びを知りました。また、運動会明けからは、合わせる練習に取り組み、みん

なで作り上げる楽しさを味わいながら、少しずつ仕上げていきました。友達と声をかけ合ったり、教

え合ったりしながら、集団として成長する姿が見られました。当日は、緊張感に包まれる中、全員が

自分の力を発揮し、明るく力強いハーモニーを奏で、観ている人に感動を与えました。 

笑顔いっぱい！ たてわりスペシャル集会           特別活動部  高橋 史樹 

縦割り班活動のメインイベントである「たてわりスペシャル集会」が、来年の1月２５日（木）に

行われます。それぞれの班で協力してお店を作り、当日は前半と後半に分かれ、お店を回って楽しみ

ます。 

１１月に入ってから縦割り班で話し合ってお店を考え、班長が中心となり準備を進めているところ

です。たてわり班の６年生を中心に、ポスター・看板・ルール説明表・遊び道具……など必要なもの

をみんなで分担し作っていきます。 

今年度も、様々な趣向を凝らした１９のお店で、子供達は笑顔あふれる楽しいひとときを過ごすこ

とでしょう。そして、クラスや学年だけでは味わえない、異学年で創り上げる楽しさ、やり遂げる喜

びなどを十分感じてほしいと願っています。 

みんなの音楽会                    和太鼓クラブ  伊藤 晋介 

12月２日（土）に開進第一中学校で「みんなの音楽会」が開催されます。開一小からは、和太鼓ク

ラブと合唱団が日頃の練習の成果を発表します。和太鼓クラブは、部長・副部長を中心に、４年生か

ら６年生までが互いに教え合いながら協力して練習をしています。クラブの時間だけでなく、朝練習

を重ねて力強い音で太鼓を叩けるようになってきました。 

和太鼓クラブのチームワークの良さが光る、息の合った演奏を聴いていただけたらうれしいです。 

 

＜お知らせ＞ 「リサイクルについて」                  

  以下の物を回収しています。学校へ持って行く際は、袋から出して、中身だけ入れてください。 

 ペットボトルキャップ＝児童会で回収（各クラス、職員玄関に回収ボックスがあります。） 

プリンターのインクカートリッジ＝PTAで回収（職員玄関に回収ボックスがあります。） 

ベルマーク＝ＰＴＡで回収（回収日前に、各クラスで封筒を配布します。） 

 御協力、よろしくお願い致します。 

  


